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平成2・0年度 在宅医療（訪問看護）推進支援事業   

訪問看護ステーションにおける  

人材確保・定着に関する実態調査  

報告書  
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神奈川県保健福祉部地域保健福祉課  

平成21年3月   



Ⅰ．調査概要   

1．調査テーマ  訪問看護ステーションにおける人材確保・定着に関する実態調査  

2．調査目的  訪問看護ステーションにおける人材確保定着に関する実態を把握し、  

今後の訪問看護の推進にむけた課題を明確にする。  

3．調査対象  県内訪問看護ステーション管理者 317名  

4．調査期間  平成20年12月4日～12月26日  

5．調査方法  自作質問紙によるアンケート調査（無記名式）  

6．回収方法  各訪問看護ステーションに留め置き、郵送式回収  

7．倫理的配慮  調査依頼文苦には調査目的とともに、調査により得られた情事勘は個  

人が特定できない形で統計的に処理すること、調査目的以外にデー  

タを使用しないこと、調査への協力の可否は自由意思を尊重するこ  

とを明記し、アンケートに同封した。尚、アンケートの回答と返送  

をもって、協力への同意が得られたものとみなし、取り扱うことと  
した。  

Ⅱ．回収率等  

項目   結果   

配布数   317   

事業所閉所に伴う返送数   2   

回収数   2 00   

回収率   63．5％   
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3）設置地域  

設置地域   回答数‡ ％   

横浜北部   31】15・5％  

横浜西部   13、5％  

横浜南部   27         31r  15・5％   

川崎北部   151   7．5％   

川崎南部   

横須賀・三浦   17】  10    5．0％     8．5％ u   
湘南東部   

湘南西部   8．0％   151  7．5％    東   16  
イTロ【〒∃／拝し百IJ   

湘南西部   ⊥J  l．∂70    東   16  8．0％  
県央  

県北   21 ′「寸  rlO潮  4．0％  
県西   9  ‡  4・5％   

合計   200  †100・0％   

4）開設してからの年数  

開設してからの年数   回答数   ％   

1年未満   4   2．0％   

1～3年未満   31   15．5％   

3～5年未満   11．0％   22  

5年以上   142   71．0％  

無回答   0．5％   

合計   200   100，0％   

「【‾‾」¶■′‘一  

芦  無回答  

図2，開設してからの年数n＝200  

○ 開設してからの年数については、「5年以上」が71．0％で最も多く、ついで「1  

～3年未満」が15．5％であった。  
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3．過去2年間（平成19年度・平成20年度）の事業所の収支状況  

1）過去2年間の事業所の収支状況  

■平成19年度  3P．0％     23．5％      29．5％      8．0％  0％了．0％  2．0％   □平成20年度  31．0％     29．5％      29．5％      8．0％  
図11．過去2年間の収支状況 n＝2   

○ 平成19年度実績では、「黒字」が30．0％、「収支均衡」が23．5％、「赤   

字」が29．5％であった。  

2）1ケ月あたりの平均訪問件数と収支状況の比較  

600～700未満   

700～800未満   

900以上   

800～900未瓶   

700～800未満   

600～700未満   

500～600未満   

400～500未満   

300～400未満   

200～300未満   

100～200未満  

100未満  

0 1ケ月あたりの訪問件数  

と収支状況を比較すると、  

「100～200未満」  

では81．0％が赤字と  

なっている。  

O 「400～500未満」  

以上になると、5 0．  

0％以上は黒字に転じて  

いる。   

0％  20％  40％  60％  80％  

重垂てし1 

図12．1ケ月あたりの平均訪問件数と収支状況の比較 n＝200  

画車車L〔 
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4．過去2年間（平成19年度・平成20年度）の職員就業者数状況  

1）従事者数（実人数）  

職種  l勤務形態   平成18年度  平成19年度摩成20年虔  

匪－」▼岬  
呵  699  

看護職員   

59白  ，        610 1208   牢  653  
1307F   1352   

23j 

理学療法士  55  

伶計  78   
／  

／ 
】r一 19  ／  

作業析法士  

25   →    トーー三j    44       44／′／   

勤   67   

〕往務恥  58   
・      ら非常勤  
ぎ合計   125   芦  

○ 平成20年度看護職員従事者数は、1，352名であり、平成18年度～平成20年  

度の看護職員従事者数は微増ではあるが増加している。  

＜参考＞業務従事者届：平成16年1，805名、平成18年1，342名であり、祓少している。  

2）看護職員従事者数（美人数）  

平成18年度  平成19年度  平成20年度  
項目  

▼巾一‾】  回答数    ％   、′′’’高音姦「1J  
■l  94   47．0％   

・重  奏  6～10名未満   32．5％   

10名以上   20・0％   

無回答   38  19．ノ摘  －－〉′・一票P崇   埜     3／1  17．3％    ロ   0．5％   

合計   200   100．0％   200  100．0％   

○ 平成20年度看護職員従事者数（実人数）は、「3～6名未満」が47．0％で最も  

多かった。  

O 「10名以上」は訪問看護ステーション総数の20．0％であった。  

ー9－   



3）看護職員従事者数－（常勤換算）  

平成18年度  平成19年度  平成20年度  
項目  

回答数   ％   回答数   ％   回答数   ％   

0～3名未満  9   4，6％   17  8．5％  26   13．0％   

3～6名未満   84   42．9％   111  55．5％  132   66．0％   

6～10名未満   51   26．0％   41   20．5％   30   15．0％   

10名以上   18   9．2％   16   

無回答   34   17．3％   15   8．0％  田  5．5％          7．5％  ロ  0．5％   
合計   196   100．0％   200  100．0％   200  l lOO．0％  

○ 平成20年度看護職員従事者数（常勤換算）は、「3～6末梢」が66．0％で最も  

多かった。また、常勤換算「0～3未満」が13．0％であった。  

O 「10以上」は5．5％であり、平成18年度～平成20年度を比較するとその割合  

は年々減少している。  

○ 平均看護職員従事者数（常勤換算）は、4．8人である。  

参考：平成17年度 平均看護職員従事者数（常勤換節）4．5人（平成17年度ALS  

等人工呼吸器管理を必要とする在宅療養に関する実態調査報告書 地域保健福祉課調べ）  

全国 平均看護職屈従事者数（常勤換算）は、4．3人  

（平成19年介護サービス施設・事業所調査結果  厚生労働省大臣官房統計情報部）  

4）常勤看護職員の配置状況 常勤看護職員1名のみの施設数  

看護職員常勤者   
施設数   

1名の施設   
％  

平成18年度   14  1  7・1％   

平成19年度   14   7．0％   

平成20年度   16   8．0％  

※平成18年度は、開設していた訪問者謹ステーション196施設で計算、他の隼度は200施設で計算した。  

○ 常勤看護職員が1名のみの施設数は、訪問者誰ステーション総数の8，0％であっ  

た。  

－－10－   



2）1つの訪問看護ステーションにおける退職者数状況  

項目  
l  平成18年度  平成19年度  

回答数   ％  
回答数  F  ％   

1名  55   28．1％≠  70    ト   350％   

2名  
－】「－ 」‾‾‾、′ 

31   15．抽  34  17．0％   

3名  十叫－「盲         n   0／   

－≠－ 札叫－ 
4．1％  

十一－一】札 
7    j  3．5％  

1．0％  4    T「≠’■－▼ ～ 2．0％   
6名  

▼ゝ「「一、，」「、「 

0  0．0‰  
¶－－－ 

2  1．0％  

7名  3   

ー、－－「－－－叫▼¶＿⊥u＿】   
⊥、．－，， 1・5％！0  0．0％  

8名  3   1  

叫 
0   

9名  o   
「  

____1_ 

00 0   

10名以上  】  0   0・叫  2  ．0％   

■¶‾－‾¶‾帥－一1■・▼・－－†蜘－、叩－，・－1一一▼－－一丁－，－、ル■叫一一－▲－1－－－－「－】・1■■－－1 退職者無し  64   32．7％  56   280％   
無回答  22   ■●  ●  4．5％   

合計  196   2  ≠    100．0％  叫 1000∩′       ， ／U   

○  1つの訪問看破ステーションにおける退職者数は、1名の退職者が、35．0％（平  

成19年度）であった。回答した訪問着誰ステーションの28・0％（平成19年  

度）は退職者が0名であった。  

○  1つの訪問看護ステーションにおける平均年間退職者数は、1．4名。  

参考＝ 全国1つの訪問看護ステーションにおけるぅ目釘隼粧退職者数  

（平成18年度訪問着諸・家庭訪問基礎調査報告書二）  

1．2名  

3）訪問看護ステーション別退職率（平成19年度）  

0％   56  28．0％  

1～10％未満   
－■‾－－■ ～ーーーー   

10へ′20％未満   
▲  、  －－－■一－－¶一一■－≠ －－ －－－－▼   

ヨニ霊  m   

20～30％未満   20．0％  

30～40％未満   
40  r        1  トて諒  

40～50％未満  

50′、′60％未満   

14   

ーー、一「一－－－■■一－ ≠、－一▼   7．0％    －聖¶．」】3・0％  
60～70％未満  

70％以上  

無回答  

200㌻  100．0％   

回答がわかれ、退職率については訪m看護ステーションによってばらつきがある 
。  

50％以上の退職率の事業所は、全体の9．5ワイ，であった。  
－11二：－・－   



4）未婚・既婚の別  

既婚・未婚の別   回答数   ％   

既婚   216   
】   

78．5％   

末女昏   55   20．0％   

無回答   
4  】   1・5％   

合計   275   100．0％   

＼既婚   

78．5％  

○ 退職者の未婚・既婚の別は、「既婚」が  －  

78．5％、「未婚」が20．0％で既婚  

が多かった。  

」竺  
7．既婚・未婚の別 n＝275  

5）12歳以下の子どもの有無  

12歳以下の子どもの有無   回答数   ％   

12歳以下の子ども有   116   42．2％   

12歳以下の子ども無   142   51．6％   

無回答   17   6．2％   

合計   275   100．0％   

○ 退職者の12歳以下の子どもの有無は、   

「有」が42．2％、「無」が51．6％であ  

り、子育てだけが退職要個ではないことが推  

測される。  

6）退職後の就労状況  

項目   回答数   ％   

病院に就職   40   14．5％   

他の訪問着護ステーションに就職   20   7．3％  

福祉施設に就職   22   8．0％   

同一法人の訪問看護ステーションへ異動   7   2．5％   

同一法人の訪問者譲ステーション以外の施設へ異動   17  6．2ワ乙  

看護職以外の仕事をする   2  0．7％  

仕事をしない   57  20．7％  

わからない   68  2′l．7％  

その他  26  9．5％  

無回答   16  5．8％  

合計   275   100．0誓．   

○ 退職後の就労状況  

については、「病  

院に就職」が14．  

5％で最も多かっ  

た。  

O 「仕ホをしない」  

も20．7％回答  

があった。  

O 「その他」にっい  

ては、看護学校の   

教＝等が含まれる。   

ー1〔うー  



7）退職理由（管理者より回答のあった226名の回答）  

カテゴリー   回答数† ％   

17．3％  

健康上の問題  39        一身上の都合  28．  12．4％  

妊娠・出産   ヰニ      9．3％  

転居   18†  8・0％  

その他の勤務先希望   
ーw▼   

1「 7．1％ ‖  
「  ㌔】】 【¶Ⅳ   

訪問看護ステーションの方針・体制に不満   吋  6．6％  

子育て  、一】‾iオ′′劇‘11嘉  
病院勤務希望   5．8％  

13  

仕事についていけない   11】  4．9％   

常軌こなる剃紺施設のあるステーションに行く 【  ノ＿」一W⊥′，仙1聖竺   
職務中の事故   1－   0．4％   

窃盗現行犯逮捕による懲戒退職   o・4％   

通勤時間  

年齢が高い   1l      ＝耳＝霊   
合計   

○ 退職理由の上位は、「健康上の問題」 トー身上の都合」「妊娠q出産」「転居」  

「その他の勤務先希望」「ステーションの方針。体制に不満」であった。  

－17－   



3）平均継続勤務年数－  

平均継続勤務年数   

3′・、－6未満   

○ 平均継続勤務年数については、常勤では「3～6年未満」「6～10年未満」で  

48．5％を占める。非常勤では「1～3年未満」「3～6年未満」で62．9％を  

占めた。  

○ 平均臨床経験年数は、常勤では6．7年、非常勤では5．6年であった。  

9．訪問看護師の採用状況について（平成20年4月～10月までの実績）  

1）募集方法およぴその効果  

効果なし  

甚坊主方法   

回答数  ％（回答総数に 対する割合）   

ホームページ   80   40．0％   21   26．3％   59i  73・8％   

派遣会社   42   21．（）雫一 13  31．0％   29  69・0％  

タウン誌   18   2＝叫  91  18・8％   
39   

新1川折込広告  114   
仙」7・埜  

44  38．6％   70   61．4％  

ナースセンター  87  ′lこ‡．5％  22  25．3％   65   74．7％   

ハローワー ク  4．5  32  29．4％   77   70・6％  

垢りユの口コミ   円                  l‾‾－一・・、・－・一，▼▼T‾‘T■、一 ト 畑 L 53．け％  57  49   
1  

53．8％  46．2％   

管理二占一の交友関係における口コミ   】   77   38．5％  35  45．5％  

その他（近隣の方からの紹介等）   24  鱒．鴻   10   41．7％   

○ 訪問市譲師の採用にあたって、訪問看護ステーションが実施している妨＿渠方法の  

上位は、「新朝l折込広告」「ハローワーク」「職員の口コミ」であった▲－  

○ 実際に効果があった募集方法の上位は、 「その他（近l錐のノノから〃）紹介等）」   

「職員の口コミ」「管理者の交友関係における口コミ」であった、」  

○ 効果がないと回答した英集方法の舷も回答数が多か／）たヰ）〝＝・t、「てノウン誌」で  

あった。  

－コし）－・   



確保に関する課題  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、KJ法によりカテゴリー化した。  

【】内はカードの数  

中カテゴ 

募1  二二   

‾ 

1  

－  

こ 

人粧．引・；町‥㍑、Jい㌔【。】   ．・．バ、宍号．．・…‥い、・．．∴，．．．、けi∴，‥．い．立．．・．ご  

ト人の訪問に不安があるD」という理由で断られた。  

‾ 

－ 

訪  
こ 

二 ∴                問   
∴ 一  

＿∴ ＿二＿  
l 

こ一－1－  こ 
～  ＿ 

l l  

訪問看護の。。が不足【14】 

Y・3ニー・一   



大力テゴリー【  中カテゴリー  記述内容  

病院側での看護師不足のため訪問看護まで人手がまわらない。  

病院で不足している状況、訪問看護まで人が  
まわらない【8】  

訪
問
看
護
に
お
い
 
 

周囲の病院、訪問看護ステーション、どこに聞いても確保が困難と言っ  
ているので紹介もなかなかしてもらえない。  

人材が訪問看護全体で不足しているため、取り合いになってしまう。  

稚）今後ス  タップを増員できなければ、利用者を増  
やすことも困難旦  
現在のスタッフノ  

退職後の補充が出来ない【6】  
した鳩舎、後を引き続きやってくれる看護師を育  

な吐と上吐なl、が確保で号＿な  

て   フルタイムで働ける人がいない。  

24時間対応の携帯電話が持てる人の確保  

し  芸間対応等が可能な人材が確保できない‡  

て  

い  
子育ての期間で空いている時間にとパートタイムが多い。  

る  訪問者三豊師不足  

人  
材  十分な数を確認できず慢性的に人手不足。  

不  パートだからという甘えがあったり他職種との連携や報告書などすべて  

足   
社員に押し付けたがる人もいる。  

採用してもすぐに転経と言うケースもある。   

雇  給与・休暇等待遇を改善しないと人は集まらないと思っている。  

改用   給料面での折り合いがあわない。  

善条  
が件  若いスタッフは緊急時の待機など時間にしばられたくない。  

困の   看護師不足に伴い訪問看護ステーションが小規模で基盤が脆弱なため絵   
経営的な問題から雇用条件を改善できない  

難改  
【7】   

【善  赤字を抱えているため人件黄を上げられない悪循環にある。   

3が 7必  雇用条件等、事業所によって格差がある  休みが少ない雇用条件で他ステーションに流れる。   

】要   
【6】   設置主体による賃金格差も課題。  

人件費との収支バランスが課題である【3】  人を増やしたいがそれほど利用者も多くなく人件発との兼ね合いを考え    てしまう 
∩   

人材育成（特にl塩床経験のない新卒者の採用）  

人材育成のための取り組みが必要【6】  新卒者の採用はしていない状況であるが、新卒者でも訪問者護STで働け  
るような学校の授業カリキュラムの強化（アセスメント能力、コミュニ  

働  ケーション能力）  

き  必要かつゆとりを持った訪問ができる体制。  

や  
働きやすい職場づくり【5】  

す  
依頼ニーズに対応するステーションとなる。  

い  仕事内容での改善が必要。  

職  
保育所の確保も必要。  

場  保育所の確保等子育て支援が必要【4】  あるステーションは他の施設や保両面もあり若い方が仕事につけるが∴‾▼■  
づ  

く  
小さなステーションでは保育園まで保障できない。  

り  
設置主体が弱／トである（国公立クラスに比較して）  

設置主体が小さい【3】  
【  母体がない。（訪問看護のみで仕事をしている）  

2  
事業所の立地条件が悪い【3】   

4  
ステーションの立地条件が悪いと思う。  

】  ステーションの規模に関わらず一律常勤換算2．5の確保は小規模ス  
常勤換算2．5人の設置基準が厳しい【1】      テーションにとってかなり厳しい。  

管理者が管理業務に専念できない【1】   人見の補充、増員ができないため、管理者も件数をこなしている状凱  

管理者としての力不足【1】   自分自身の力不足ではないか。   

の内同  同法人の挺耽・退職者の移動   

問の－  應護師不足で法人の病院で働く者は師が訪問者護を希望しても移捌くポ 

題人法 【材人  しい。     法人との関係もあり募集広告、働きかけ等、自由度が低い。   
病院に就推した新卒者、新人者のローテーション先としての位置づけJ   

9確施   
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定着に関する課題  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、KJ法によりカテゴリー化した。 

【】内はカードの数  

大力テゴリー 中カテゴリー  記述内容   

労  仕事的には病院よリリスクが高いが給料が少ないという矛盾。   

労働内容にみあった報酬でない【15】 条件（それぞれのライフスタイル   

故 
苦み  仕事が大変な割りに給料が安い。   ’一【一〔】 
【あ  業i 

労働条件が悪い【11】  

条  よくないとまた移動する不安はあるため非常勤職の条件を見なおしてい   

件  く必要がある0   

の  社会保障や収入保障が大きな組織のように整わない。   

定員を8名ぐらいと考えているが、常勤になれないと非常勤スタイルで   
訪  は業務がやりにくい面もあり、責任が持てなくなり、退職にいたること   

悶  があった0   

．   

も在宅になると自信がつくまで年数がかかってしまうことや利用者さん  
の求めるものが大きくてますます自信喪失になってしまうことがある。  
ステーション全休で支えあうように努力しているが、人員的な余裕がが  
ない状況も現実にあり偉業一人で追い込まれてしまう人もいる。  

で
の
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
感
 
 

訪問着誰の責任が重く負担が大きい【8】  

1人で訪問し照任史大で件数も多く訪問しなければならないことで心身  
ともに疲労を應じ古筆めてしまう頼経だと思う。   

子どもを持っているスタッフが多〈、逆に子どもがいないスタッフが肩  
身の狭い思いをしたり、時間で上がることが出来なかったりしている。  

緊急や残業に閻して負担があり（精神的負担）小さな子供をかかえてい  
るNsは定着しにくい可青㌢性あり。  

常勤で働くスタッフの員担焙【1】  

緊急対応や残業に負担感【2】  

酎壬が重い割に報酬が少ない。移動にかかるリスクが大きい。（怪我、事  
故等への不安）個々に動いているので。  

移動（車等）にかかるリスクが大きい【1】  
r r  

2  

3  
」 」▲  24時間対応している為、勤務時間外の拘束に身心が休めない（携帯電話 を持つ）  24時間対応の負担感【2】  

事務作業の軽減【1】  事務作美の軽減（ 

研修・教育の充実（院内は人員不足でできないため市や県主催による研   

修希望） 経験不足（臨床）によるスタッフの不安け  

教
畜
∵
 
研
修
体
制
の
 
 
 

確
立
 
【
1
3
】
 
 

数百・研修体制が確立できない【9】  教毒していくという点で弱い（人が不足しているため）自己判断の必要  
性や優先度の設定は常に訪問着諸を行っていく上で必要てあるがその点  
に欠けている人や技硝的に未熟だと訪問看護を行っていくのは難しい。  

研修に出したくても余力がな〈参加させられ左い  

少人数のため研修参加ができない【2】  少人数のため休みを取れす、研修にも参加てきない．  

管理者候補の育成が困難【1】  ゆくゆくの管i里省略硝がほしいが難しい。  

いないところての看譲提供てあt」アセスメント龍力の向上が必  
アセスメント能力が必要【1】  
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大力テゴリ■  中カテゴリー  】  記述内容  

慢
性
的
な
忙
し
 
 

疲
労
感
・
ス
ト
 
 

陣痛になり体力に自信なく一人で入浴介助や移乗が苦痛■不安あり他い  
ろいろな要素が加わりやめた人もある。  腰痛の悪化【3】  

重労働のため、腰痛・疲労大きく肉体的に継続が厳しい。  

一日の訪問看護件数を4～5件にする。  

一人のスタッフが抱える書類等の多さ。  

⊥字書i  

、  

離プ女  結婚・出産による退職【7】   

l  

女性の鴨場であり、子育てとも両立しながらなので非常勤が多く、定着  

…・…・ 
が難しい。   

－ 
親の介護など離職を余儀なくされる理由が有り、すぐに充足できるス  
タッフがいないことが課題。  

1伴イ  全員主婦なので家庭との両立。  

】ぅフ   ステーションの場所が交通の使の悪いところなので通勤が大変。   

働  
き  

働きやすい、働き続けたいといわれる職場を作らなければならないと感  
じる。しかし1つのステーションだけでは限界がある。  

や  
す   訪問着漣の楽しさや、スタッフ同士、会活の中でスキルアップできる嘲   

所であることをしってほしい  

スタッフ同士の支えあい【3】  
場  

お互いおもいやり。  

づ          人間関係【2】   
小規模のため人間関係でのつまずきが大きな原因となってやめるときが   

く  ある。  

り      事業所の経営が不安定【1】   事務所が不安定だと定着が悪い   

子  
コゝご  子育て支探。安■bして仕事ができる体制。①仕草に従事していないと保   
F】  宵園に入所できない。そのため民間に高い保育料金を支払って働くよう   
て  になるが収入とみあわない等の理由で働かなくなる。（∋保育園への入所   

子育て支援が不足【6】   
ができない勤務日致の場合幼稚園が夏休みなど長期の休みに子供を保育  
してくれる人がいない等の理由で継続して勤務できなくなる。  

が  

不  お子さんがいる希護師は子供の病気のときなかなか休みがとれず、小規   

足  扶運営では補償してあげられないときがある。   

足引このス   
体力的に仕事について行けない【3】   

体力の消耗も著しく、50歳を過ぎた方が業務温をコントロールせずに働   
き続けることが難しい。   

5う齢ツ  
｝課化フ  看護職の高齢化【2】   看護者が高齢化する。（新しいものにチャレンジできにくい）   

スタッフのモチベーションを維持するのが難   モチベーションを保つ工夫。  

しい【4】  訪問に対する意欲を維持する。  

事業所のビジョンの共有が不足【1】   
事業所全体の方針が十分伝わらず、やりがい、達成感等、満足度を充実  
できない点。   

【保前定  
2飽がに弟  定薪の前に、必要な人材が確保できない。   
】課確の   

定
弟
し
て
い
 
 

る
【
2
】
 
 

定着しているが人件費で赤字【1】  定茶事はとても良いと思うがその分人件資が上昇し赤字となっている。  

現在の職員は入概して以来、継続勤務しているがさらに継続してもらえ  
るよう不満や要求の把握。  定着している【1】  
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記述内容  

・子どもさんが保育園ではあずかってもらえないが、家で看病する程ではない時や祝日の勤務日は事務員さん  
が事務所内保育をしている。また必要時は保育所に代理でお迎えもする。訪問件数が伸びた月に大入り袋を出  
した。  

子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
 
 

庫育料の補助（費用の1／2）  

保育室の充実  

保育園と交渉し、パートのNsの募集を行い1回／周午前中のみのスタッフが1名確保できた。  

育児・介護休暇等の実施  

スタッフは全員育児中のため17時には帰れるようにしている。また当組織でステーションの上に保育室を設け  
てくれたため、助かっている。  

系列法人の託児所の利用  

平成7年発足2．5人から13年目を迎え12人の配置に採用できたのは就業希望者のできるところの時間をもらいフ  
レックスで採用している。徐々に就業時間をのばしながら月←金の就業可の現状。  

バート取に対して、その人の状況で合わせる。時間調整、曜日調整を行なっている  

l 

＋，  
問題をみんなで解決の方向へ向けることができている。お互い刺激になっている。   

」形   
子どもを持っている看護師が多い、帰宅時間をフリーにすることで、パートとして働きやすく、家と仕事との  

に     バランスもOK  

委託なので時間を選び働けるので子育て中でもOKというメリットは大きい  

なるべく時間内に仕事が終了するよう集中的に仕事するよう働きかけている。週休2日とし、利用者の少ない  
時には有給で順番に休む。  

子育ての看護師が多いため勤務の調整は積極的に行い休み希望は全員でフォローしている。  閑み   

すの こ確  休暇希望や病気の突然の休みにできるだけ柔軟に対応した。自分の生活に仕事が良い雷味で中心になれるよう  
なモチベーションを上げる材料になるよう研件の機会を増やしてほしい。   

に  家庭が優先と言う事を前面に出している。有給も消化させている。  

突然の休みなど、小さな子供のいるスタッフ等の急な休みに対応すること。   

相談事を良く聞く。育児・家事を優先してもらう  

開梱  スケッフの希望をよくヒアリングし上司との調整を行なう   
す談  
る体  

こ制  暇時改善できるところは行っていく。  

とに  

看護師を働かせすぎない。疲労をためない。何かあれば常に相談が受けれるような雰囲気を作る。   

病気のとき（子供や家族）も速やかに休みをとらす。チーム制にすることで、一人で抱えないようになった。  
関チ   
すl  

るム  
こ制  
とに  

問をいれていない）→報告書や計画書を行う時間の確保→時間外を減らす目的   

に訪  
こ開閉 
とす件   

る数  うにする。子育ての看護師が多いので、超過勤務をさせない。   

法人内の医療施設の医師・看護師との連携により利用者の状況、病状について気軽になんでも相言蚕できると  
こ、そしてすぐに実践できること。  

定年退吸着への再雇用。  

そ  
岬訪問者護体験後入韓者あり。（平成17年）   

の  スタッフの生活や習熟度にあった業務を常に配慮しながら運営しています。スタッフの意見を葦空しつつも管   
他  理者への仕事への情熱が大切だと思っています。  

看護職負からのアンケートをとり不満に思っていることを把捉し業務改善をしていった。  

現場では自分たちの看護をまず頑張って行い、地域の人たちへみてもらう。HPの人・にも理解してもらうことに  
重きを置いている。   

非常勤看が常勤として働けるようになった時期をみて声かけをする。常勤へ移行してもらった例が多い。  

自分の元臨場から友人を誘ってみました。信頼のおけるスタッフがきてくれると心強いです。  
閃募  
す集  

竺方  
こ法  
とに  看護師募集に関しハローワークや広告で募集かけても人材確保になかなかいたらずこの1年は縁故での採用  

（3名）が効果的である。魅力あるステーションであるとスタッフがおもわなければ叶わないが。  

看護師の口コミ。以前働いていたステーションが場所移転で通勤が遠くなったために口コミで確保できた。   
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訪問看護．師が働き続けられるためには、どのような職場づくりが必要か  

記述内容を最小限の意味ある内容にカード化し、村法によりカテゴリー化した。  

【】内はカードの数  

ヵテ。＿  
中カテゴリー  小カテゴリー  記述内容  

働互生M皇i産屋奉り何で  談でき皇頒堅炸り） 
いつでもどこでも相談できる体制、本人が困ったといえる環  

境。  

何でも柏護できる■壌体割【24】  訪問看護は独りで在宅に伺い一人で仕事をするので独立せずス  
テーションの皆の患者であるという意識のもと共有し本当に  
ざっくばらんにいつでも雑談でもいいのでいろいろな話し方が  
できるようなステーションにする。  

い知識や技術について宇ぷ機会がありモチベーションが維  
新し 持できるような碓増作りが大切  

研修の充実（時間の確保、手当ての確保〉 外部研修に出て刺激  
を受ける  

研♯受講できる休刊づくり【21】  

体制の確立  
教育サポート  【73】   

訪
問
者
護
の
や
り
が
い
を
支
え
る
教
育
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
【
1
2
3
】
 
 

∈  

Tの充実【8】  により安心して訪問看護が提供できるような環壌。  

専門職として自信を持って仕事が評価されるようなチャンスを 作っていく。（絶縁体制作り）  ヤリアアップができる仕組みづくり【7】  

「 〔一  

指導者がいること、あるいは専門的に看護師の経験があるメン バーが何人かいると質の向上になるためそのような看護師が必  モデルとなる指導者を育成する【6】   

スタッフ一人ひとりの個性を活かす】  
【4j  

スタッフの生活や習熟度にあった業務を常に配慮する  

を活かす【3】  得意分野の能力カくいかせ、やりがいが盤じられる。  

E自己の成長とやりがいを実感すれば訪問Nsは必ず定着すると思  

いが美恵できる■嶋づくり【10】      う  一ションの妊持ができる【9】  意欲を持ち続けられるように、燃え尽きぬように  いやりたい書護が実践できる【8】  自分の思う看護が実践できる。   自分たちの行っている訪問看護が評価でき、次の看護にいかし   意欲が持てる。  
謂雷雲霊芝† る【31】  

訪問看護における責任に大きく「やりがい」と「艮担惑」は表  
裏一体、個々の看護師の看護の評価を言葉にして伝え教育研偉  
サポート体制がしっかりしていなければなりません。やりがい  
があり安心して働き緩けられる環境つくりができることそれに  
管理者が  

頑張っていることスタッフに言葉に出して伝 える【3】  

地域に認められる事業所になろうと言う共通の日渡を持ってい  
ること、そのモチベーションを維持させること。  

で共通のビジョンを持つ【1】  

カンファレンスの時間がもっととれ、仕事の悩み等も話し合え  

カンファレンスが出来る【6】  臨等をその日のうちに解決できるよう話し合いの堰をなるべ  
く作るよう気軽に話しかける体制作りに心がけてい害す  訪問看護の貿  

の向上を目指  
す【12】  

常に話し合いカンファレンスが充実していること  

＼現場の声をもっと吸い上げ意見交換をしながら自分たちの臼の  
＝司上に努めたい。  

看護の環の向上を目指す【6】  
自分たちの行っている訪問看護が評価でき、次の看護にいかし  
意欲が持てる。  

・メ  ンタルヘル  看護師の身心の充実が良いケアにつながる。メンタルケアが大  

スタッフのメンタルケアの充実【6】  休憩室の確保【1ヨ  

スケアの充実  
【7】  ど仕事と休息を分けられる甥などが必要。  

座 
タップ問のコミュニケーションがしつかりとり仕事上の【胃退  
を話し合える。  

倒
き
や
す
い
職
場
風
土
づ
く
り
【
7
7
】
 
 

スタッフ間のコミュニケーションが豊かな覿   
増づくり【37】  

償三雲芝‡是認石窟三等三読完誓讐箋警竺警至警雪空忘 時  
間が必要。  

力。失敗しても非推しないようにみんなでミスも勉強しなお  個人が生き生きと働けるような環境作りを（雰囲気）作る努  す。  スタッフ間で 協力しあう♯  

犠且土 【71】  スタッフ間で協力し会える♯増づくり 【22】  仕事が忙しいのは、いくらでも対応できる。しかし人間関係が 悪いと仕事を浣lナたいと思わなくなるはず。協力しあう職場を  
を  

、 

】置， 
ー  

お互い  明るい  

お互いに相手を認め話し合える体制  に書暮できる暮書づくり【9】  

明るい暮叫づくり【3】  いつも芙旗がある。  

看護師が守られていると無じることができること  安心して働け」安心して仕事が出来る義増づくり【5】  
る鴨場且土  
【6】  

ニ‾‾ ’▼  ‾l  ‾ll  

弓スタッフ闇で不公平感がない暮壌づくり  生活スタイルに合わせながら㈲lナるシステムとしっかり働いて  
いる人がメリットがある管哩体制作りか。   

一一二1ゴー  




